
平成２３年度公開シンポジュウムの開催 

 

平成 23 年度の NPO 法人食品保健科学情報交流協議会の公開シンポジュウムを下記の趣旨で開催

します。 

 

テーマ 「施行後 5 年を経過した残留農薬等のポジティブリスト制度の検証－特に一律基準及び規

準に違反するものの取扱いについて」 

  平成 15年の食品衛生法の一部改正により導入された、いわゆる「残留農薬等のポジティブリス

ト制度」が平成 18年 5月に施行されて 5年が経過したことから、その間における、国内生産物及

び輸入食品に対する同制度の摘要の実態を把握のうえ、その制度及び運用について検証する。 

  特に、一律基準違反した場合の食品は、その健康影響などを考慮した場合に「問題はない」とし

ながらも、食品衛生法違反として廃棄処分等される。このことが、ADI を考えればまったく問題の

ない食品とされても、消費者にマスコミ報道を受け、「危険な食品が出回っている」と解釈される。

また、問題のない食品を廃棄する意味があるのかなどの意見も聞かれる。 

  このようなことを題材に、残留農薬等のポジティブリスト制度の今後の在り方について検討する

ものである。 

日時  平成２３年 11月 1日（火） １４時から１７時まで 

場所  財団法人日本科学技術連盟本部 1号館 3階講堂 

        東京都渋谷区千駄ヶ谷 5－10－11 TEL：03-5843-2051  

プログラム 

           座長 森田 邦雄 （NPO法人食品保健科学情報交流協議会専務理事） 

開会挨拶                                  関澤 純（理事長） 

   

 （１）講演１「ポジティブリスト制度に関するアンケートの結果について（仮題）」 

                      丸山純一（財団法人食品産業センター技術環境部） 

 （２）講演２「国産農産物から見たポジティブリスト制度の検証」 

          住田 明子（全国農業協同組合連合会肥料農薬部技術対策課） 

 （３）講演３「輸入食品からみたポジティブリスト制度の検証（仮題）」 

     太田周司（社団法人日本青果物輸入安全推進協会技術顧問） 

                       西野豊秀(社団法人全日本コーヒー協会専務理事） 

 （４）講演４「メディアからみたポジティブリスト制度（仮題）」 

                       小島正美（毎日新聞社生活報道部編集委員） 

 （５）講演５「農薬等の基準を超えた農産物の回収等の考え方」 

       森田満樹（NPO法人食品保健科学情報交流協議会常任理事） 

 （６）総合討論 

    座長  森田邦雄 

    パネリスト  上記 6名の演者 

閉会  

定員  １５０名 

参加費（資料代等） ５，０００円(非会員） ２，０００円（会員） 


